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1は じ め に

近 年,一 国 に と って の経 済現 象 は他 国 との 関 連 に よ って支 配 され,国 家 問 の

「相 互 依 存 関係 」 が 重 要 な もの とな って い る。 そ の 中で も,… 国 の経 済行 動 が

外 部 性 と して他 国 に 影響 を与 え る もの と して,両 国 に共 通 した資 本 ス ト ックを

通 じる もの が あ る。 例 え ば,地 球 温 暖 化 や オ ゾ ン層 破 壊 な どの地 球 環 境 問題,

世 界 経 済 成 長 の 基 本 とな るハ イテ ク技 術 へ の研 究 開 発 投 資 や 知識 資 本 へg投 資

の間 題 な どで あ る。 これ らの 問題 は,国 内経 済 にお け る公 共 財 と同様 の 発 想 か

ら 「国 際 公 共 財 」 と認識 さ れ て い る 。 こ うい った 相 互 依 存 関 係 が 支 配 し う る国

際 経 済 にお い て は,各 国 に 共 通 す る資 本 ス ト ック の水 準 が 重 要 な戦 略 的 変 数 と

な る.つ ま り,国 際 公 共 財 の供 給 が 各 国 の厚 生 水 準 を決 め る もの とな り,そ の

適 切 な供 給 をい か に図 るか が 各 国 の 重 要 な 政策 とな る。 こ の場 合,両 国 が 自発

的 に供 給 す る こ とで 適 切 な 資 本 ス ト ックに 調整 しよ う とす る方 法 と,何 らか の

強 制 機 構 に よ って 適 切 な供 給 を図 る もの が あ る。 本論 文 で は前 者 の場 合 を ゲー

ム論 的 関係 の 中で 模 索 す る もの と した い 。

公 共 財 の 自 発 的 供 給 間題 は,01son[1965]以 来,多 くの研 究 者 に よ って 扱

わ れ,静 学 間 題 と して は既 に多 くの 重 要 な洞 察 を得 る に至 っ て い る。 例 えば 、

Chamberlin[1974]、McGuirel1974],ComesandSandler[1983],Berg-

s廿om,BlumeandVarian11986],Gr&ndsteinan〔1Nitzan[1990]な どが 重 要

な文 献 と して挙 げ られ る。 しか しなが ら,こ れ らの静 学 的 分析 に は 限 界が あ り,
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より現実的な分析を行 うには.行 為者の意思決定が本質的に動学問題であるこ

とに留意 しなければならない、例えば,公 共財を拠出することへの参加 ・不参

加,あ るいはその拠出額の選択が,他 国との通時的な関係で決定されるという

性質を無視することはできない。

本論文は,こ のような動学的かつゲーム論的な状況を取 り扱うため,各 国が

両国に共有する社会基盤への投資を決定する微分ゲームとして表現する。これ

まで も,Issacs[1965]な どによって開発された微分ゲームは,様 々な分野に

応用 されている。例 えば,公 共経済学 に関する応用例では,Fershtm&nand

Nitzan[1991],環 境経済学については,一)ockneralldLong[1993],産 業組織

論では,Millo[1987],国 際金融論では,DocknerandNeck[L995],そ して

マクロ経済学については,三 野[1989]が 挙げられる、、微分ゲームにおいては.

問題の設定でいかなる情報構造を取 り扱 うかによって解が異なるため,情 報構

造の特定は重要な問題 となる。本論文では,各 国は与えられた状態変数の初期

値からその後の選択を初期時点に戻 って決定するとい う〔)pen-LoOPな 情報構

造を基本としたモデルを扱 うこととする。

Romer[1990]が 主張するように,知 識資本ス トックには,非 競合的で部分

的に排除不可能という性質があ り,排 除不可能性の度合いは知識の性質と知的

財産権の保護水準などの法制度に依存 し宅決定される。本論文では、国際公共

財の例として知識資本ス トックを取 り」rげ,二国が国際公共財 としての知識資本

ス ト,ノクを蓄積するという動学的かつゲーム論的な状況において,知 識資本ス

トックに対する各国の投資の割合が厚生水準に及ぼす影響を考察することとする。

本論文の構成は以下の通 りである。第皿節では,本 論文を通 じて用いられる

自発的国際公共財供給の基本モデルを構築する。共通の知識資本ス トックが各

国の投資の蓄積であることから,モ デルはゲーム論的な状況となる。第姐節で

は,Ope11-Loopナ ッシュ解を導出する。第IV節以降はシミュレーション分析

を導入する。まず第IV節で,両 国が対称的で生産構造が各資本ス トックに関し

て完全代替である状況を想定 し,国 際公共財としての知識資本ス トックヘの投
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資 と生涯効用の関係を明らかにす ると同時に,均 衡における知識資本ス トック

の供給問題について考察を加える。第V節 では,第IV節 での議論を拡張し,各

資本ス トックに関する生産性の違いが均衡における知識資本ストックの供給問

題および生涯効用に及ぼす影響を考察する。第W節 では,さ らに議論を拡張し

て,両 国が非対称かつ生産性 に違いある場合の経済的帰結が三つの状況に分類

されることを示す。第、処節は,結 語にあてられる。

ll国 際公共財供給の基本モデル

本節では,本 論文を通じて用いられる基本モデルを構築する。両国はそれぞ

れ無限期間生存する代表的個人か ら構成され,消 費から効用を得るものとする。

つまり.各 国の代表的個人の生涯効用を

防 一 ∫D。幽(G)4!一 ∫ 。。ε一μ1・gC鴻(ゴ ー ・,2),(1)

とする。ρは両国に共通の割引率を,Gは 第ゴ国の代表的個人の消費を表 している。

次に,生 産Kは 共通する知識資本ス トック・κと実物資本 ス トックκ～に

よって決まるものとし,次 のように表す。

K=σ ∫.群+わ∫κ(2)

実物資本ス トックが競合的かつ排除rlT能な生産要素であるのに対 し,知 識資

本ス トックはいったん投資されると両国に等 しく利用可能なものと仮定する。

簡単化のため,生 産は各資本ス トックに対 して線型 としている。これは,定 常

状態を解析的に解 くためであ り,ま た本論文の主眼が各国の国際公共財への投

資に対する戦略的行動を明らかにすることにあるためである。特に,限 界生産

力傷,あ が等 しいとき,両 資本ス トックは完全代替 となっている。後述のよ

うに,た とえ両資本ス トックが完全代替のときで も、国際公共財への投資は相

手国の行動に依存 して戦略的に変化し,経 済的帰結に影響をもたらす、

各資本ス トックは各国の代表的個人による投資 ムを通 じて蓄積され,蓄 積

方程式は次のように表される。
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左!一(1一 φf)1、.(3)

κ 一φ,1汁 φ必(ガ ≠ノ).(4)

こ こで,φ ゴは第 診国 の投 資 が 知識 資 本 ス ト ックに配 分 され る割 合 を表 す 。 実

物 資 本 ス ト ックは,そ れ ぞれ の投 資 に よ って の み蓄 積 され る もの とす る。 一 方,

知 識 資 本 ス トックは両 国 に よ る投 資 に よ って 蓄積 さ れ る。 簡 単 化 のた め,各 資

本 ス ト ックの 減価 償 却 率 を ゼ ロ と仮 定 して い る。 本論 文で は,各 国 は生 涯 効 用

.を最 大 化 す る よ うに 通時 的 な消 費 量 を決 定 す る と と もに,初 期 時 点 に戻 っ て知

識 資 本 ス ト ックヘ の投 資割 合 を両 国の 交 渉 に よ って 決定 す る もの とす る。 従 っ

て当 面 の 間,投 資 の 割 合 は所 与 と して考 察 され る。

第 ガ国 の予 算 制 約 式 は,

名=G+ム,(15)

で 与 え られ る,,

(2)式,(3)式 お よび(15)式 か ら,実 物 資 本 ス トック の蓄 積 方程 式 は次 の よ

うに な る。

甜=(1一 φ,)(姻!+わfκ 一Cf)、(6)

ま た,(2)式,(4)式 お よび(5)式 か ら,知 識 資 本 ス トック の蓄積 方程 式 は

次 の よ うに な る 。

k一 Σ二卿 鵬 κ一G).'(7)

以上の設定 により,各 国の生産は知識資本ス トックの水準に依存 し,知 識資

本ス トックの水準は各国の消費水準に影響される。従って,各 国の代表的個人

の最適化問題 は相互依存関係を有 し,微 分ゲームとして解かれることとなる。

mOpen-Loopナ ッシュ解

上記の基本モデルにおいて,φ ゴが与えられたもの として各国の最適成長の

条件についての検討を行 うこととする。(二)pen-Loop戦略の下では,各 国は相

手国の操作変数の時間経路および初期時点における状態変数を所与≒して,初
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期 時 点 にお け る 目的 関 数 を 最 大 化す る。即 ち,各 時 点 にお け る当該 国 の 戦略 は,・

初 期 時 点 にお け る実 物 資 本 ス ト ックお よ び知 識 資 本 ス トックの水 準 を も とに,

自 らの最 適 計 画 を解 く もの とな る。 当該 国 は.(6)式 お よび(7)式 に お け る相

手 国 の消 費 経 路 お よ び実 物 資 本 経 路 を所 与 と して 目的 関 数 を最 大 化 す る こ と と

な る%

第1国 の ハ ミル トニ ア ン,私 は,

H、ニ109()汁 λ(1一 φ、)(α1K～+わ、K-q)

十μ[φ1(α1K～十 δ1K-C1)十 φ2(α2KJ十 δ2K-C2)],(8)

最 適 化 の1階 条 件 よ り,

1一 二λ(1一 φ1)+μφ1
,(9)C

1

一 え+ρ λ一λ(1一 φ、)α、+μφ、α、.(10〉

一 μ+ρ μ=λ(1一 φ1)δ1+μφ1δ量+μφ2δ2.(11)

(9〉 式,(10)式 お よび(11)式 を 整理 す る と,

ご1一=(1一 φ、〉α1+φ1わ1一ρ+φ1φ2δ2,(12)C
1

(6)式,(7〉 式 お よび(12)式 がOpen-L・ ・p戦 略 に お け る均 衡 動 学 を表 して い

る 。 消 費成 長 率 は4つ の要 因 に よ って 決定 さ れ る。 第1項 は実 物 資 本 ス トック

に対 す る投 資 が もた らす もので あ り,実 物 資 本 ス トッ クヘ の 投 資 割 合 が 高 い ほ

ど,そ して 実物 資 本 ス ト ック の生 産 性 が 高 い ほ ど消 費成 長 率 は高 くな る。 第2

項 は知識 資 本 ス ト ック に対 す る投 資 が もた らす もので あ り,そ の投 資 割 合 が 高

い ほ ど,そ して生 産性 が 高 い ほ ど消 費 成 長 率 は 高 くな る。 第4項 は ゲ ー ム論 的

性 質 を 表 して い る、,これ は,相 手 国 に よ る知 識資 本 ス ト ックヘ の投 資 が 第1国

の消 費 に及 ぼ す 影響 で あ り,相 手 国 に よ う知 識 資 本 ス トックヘ の投 資 割 合 が 高

い ほ ど, ,そ して 生 産 性 が 高 い ほ ど消 費 成 長 率 は高 くな る。

以 下 で,Open・Loopナ ッシ ュ解 の 動 学 を 考 察 す る。 定 常 状 態 を考 察 す る た

1)本 節では.当 該国 として第1国 に焦点 を当てることとする、,
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め に,

6∫≡立,雁 」壁,9'≡c`_6'ん ダ,

群Kκ!十 κ 解 十1

とす る と,(6)式 お よ び(12)式 よ り,に 関す る微 分 方 程 式,

61一((・一伽)㈱ 一ρ+繊 一(1一砺)(　 舞 一α))へ(13)

が得 られ,経 済学 的 に意 味 のあ る定 常状 態 に お い て,次 の式 が 成 り立 つ,、

ゐ、 φ1わ1一ρ+φ1φ21う2
61=一 一.・(14)

κf1一 φ・

一 方
,(6)式 お よ び(7)式 よ り,雇 に関 す る微 分 方 程 式,

正f一((・一碕)(α1+舞 一α)一Σ払φノ(瑚 剛))κf・(15)

が 得 られ,こ れ に(14)式 を代 入 す る と,経 済 学 的 に意 味 の あ る定常 状 態 に お い

て次 の式 が 成 り立 つ21。

φ1κf+φ2κ ξ一1
.(16)1一φ11一 φ2

こ こで,κfと 耀 の比 率 を特 定 化 し,

雇=τ κf.(17)

(17)式 を(16)式 に代 入す る と,定 常 状 態 にお け る んfは,次 の よ う に表 され る,♪

んf=(1一 φ・〉(1一φ2)(18〉φ
、(1一φ2)+τφ2(1一 φ1)'

解 の φ2に 関 す る1階 偏 導 関数 は マ イナ.ス とな る。 これ は,第2国 の 投 資

に よ る 知識 資 本 ス ト ックの 増 加 が 第1国 の生 産 を上 昇 させ,そ の 結 果 第1国 の

実物 資 本 ス ト ック の蓄 積 が 高 ま る もの の,そ の効 果 の大 小 は前 者 の 方 が 高 い と

い うこ とを意 味 して い る%τ を 変 化 させ る こ とで 禄 々 な場 合 につ い て 考 察 を

2)定 常状態 において各国の消費成長率は等 しくなければな らないとい う関係 を用い ている。この

ことか ら,(1一 φ玉)(αrφ2爾二(1一 φ2)(4ゾ φ!の とい う関係式 も導 出され る。

3)北fの φ1に関する1階 偏導 関数 は,当 然の ことなが らマ イナ スとなる。
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拡 張 す る こ とが で きるが,本 論 文 で は 簡単 化 の た め τは常 に1で あ る と仮 定 す

る。

(18)式 を(14)式 に代 人 す る と,定 常状 態 に お け る61は,

_ρ 一φ1φ21り2φ2わ161一+(19)
1一 φ11一 φ20

ま た(14)式 と(18)式 か ら,定 常 状 態 に お い て,実 物 資 本 ス トック と知 識 資 本 ス

ト ック との合 計 に対 す る消 費 の 比 率 は,次 の よ う に表 され る。

_φzδ ・(1一φ1)+(ρ 一 φ1φ2わ2)(1一φ2)41一 .(20)1一φ1φ2

IV対 称均衡かつ生産構造が完全代替の場合の厚生分析

本 節 で は生 涯効 用 を導 出 し。 各 国 が 生 涯効 用 を最 大 化 す るた め に い か に φ∫

を 戦 略 的 に 決 定 す るか に つ い て シ ミュ レー シ ョ ン分 析 を 行 テ1。 まず,パ ラ

メ ー タに関 す る条 件 を 示 し,両 国 が 対称 的で か つ 各資 本 ス ト ック に関 す る完 全

代 替 が 成 立 す る とい う単 純 な ケ ー ス に お い て国 際 公 共 財供 給 に関 して 戦略 的 な

行 動 が み られ る こ とを 示 す 。次 節 以 降 で は,両 国 が 対称 的で は な く生 産性 に も

違 いが あ る場 合 へ と議 論 を拡 張 し,よ り… 般 的 な帰 結 を 導 くこ と とす る。

(1)式,(12)式 お よ び(20)式 よ り,第!国 の 生 涯効 用 は,次 の よ うに表 され

る。

K一 ⊥1。9φ2δ1(1一 φ1)+(ρ 一 φ・φ2か2)(1一φ2)+11。g(κ!+碕 。ρ1 一一φ1φ2ρ

1
+一7(1一 φ・)α1+φ φrρ+φ1φ2西2]・(21)

ρ

(K～+.κ)。 は第1国 の実 物 資 本 ス ト ック と知 識 資 本 ス ト ックの 初期 状 態 で の

合 計 を表 す。 生 涯 効 用 は、41の 水 準 が 高 い ほ ど,ま た 初 期 状 態 に お け る 各 資

本 ス トッ クの 水 準 が 高 い ほ ど,そ して消 費 の 成長 率 が 高 い ほ ど改 善 され る5)。

4)本 節においても第1国 を当該国とするが.第2国 についても同様の分析が可能である、

5)消 費成長率は,実 物資本ストックの成長率,知 識資本ストソクの成長率そして実物資本ストッ

クと知識資本ストックの合計の成長率に等 しくなる.
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φ1の水準が生涯効用に及ぼす効果は,次 の3つ に分けられる。1つ 目は,実

物資本ス トックの変化がg、に及ぼす効果で,実 物資本ス トックヘの投資割合

が高まることで生産が増加 し,定 常状態における4!の 水準が上昇することと

なる。2つ 目は両資本ス トックの蓄積が消費成長率に及ぼす効果で,両 資本ス

トックの生産性の大小から効果が決定される。3つ 目は国際公共財を通 じた効

果で,知 識資本ス トックヘの投資割合を増加させることで相手国の成長が高ま

り,相 手国が知識資本ストックヘの投資を増加させることで自国の成長が高ま

る効 果 で あ る。

こ こで,φ1が1の と きの生 涯 効 用 が,

111
囚 血一1=万log(ρ 一 φ2δ2)+万109(κ ～+紛 ・+ア(わ 一 ρ+φ2ひ2)・

(22)

とな る こ とお よ びg1が φ1の 減 少 関 数 で あ る こ とか ら,真 数 条 件 は,

ρ>わ2,(23)

とな る。相 手 国 につ い て も同様 の議 論 が 成 り立 つ た め,

ρ>ゐ・・ .(24)

もまた 仮 定 さ れ る 。

次 に,φ1に 関す る1階 偏 導 関 数 お よび2階 偏 導 関数 は そ れ ぞれ,

∂yi一 φ2(1一φ2〉(わ、+わ2一ρ〉1一 十一(φ2δ2一 α1+わ1) ,∂φ
、2

∂2K

∂φ

ρ[φ2δ1(1一 φ1)+(ρ 一φ1φ2わ2)(1一 φ2)1(1一 φ1φ2)ρ

(25)

媛(1一 の)(わ1+あ 一ρ)[{西1+防(1一⑳}(1一 φ1⑳+⑳(1一 φ1)+(ρ一φ1⑳)(1一 の)]
,

ρ[励1(1一 φ1)+(ρ一φ1⑳)(1一 盛)]2(1一φ三伽)2

(26)

とな る。(26)式 か ら,2階 条 件 が 満 た され る た め に は,

δ1+わ2>ρ,(27)

とな らな けれ ば な らな い こ とが わ か る、、本論 文 で は,(27)式 が 満 た され る もの
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と仮 定 す る61。

以 下 で,両 国 が 対 称 均 衡 か つ 生 産 関 数 が 完 全代 替 で あ る場 合 を 考 察 す る7)。

す な わ ち,

砺 ≡α,δ ∫≡わ,α ≡δ,(28)

の と き,(25)式 を 用 い た1階 条 件 よ り,第1国 の 第2国 に対 す る反 応 関 数 は,

次 の よ うに表 さ れ る 。

φ1-2わ φ
2(2一 φ2)

(29)

(23)式,(24)式 お よび(27)式 を満 たす 数 値 例 の 下 で,反 応 関 数 は 。 第1図 の

よ うに描 か れ る.

反 応 関 数 が 単 調 増 加 あ るい は単 調 減 少 とな らない の は次 の 理 由 に よ る。 ま ず

φ1が 消 費成 長 率 に及 ぼ す 影 響 は,対 称 均 衡 に お い て は 常 に正 で あ り,φ2が 人

きい ほ どそ の 度 合 い は 大 き くな る。 一 方,φ1がg1に 及 ぼ す 影 響 は常 に負 で あ

る もの の,φ2の 上 昇 は 知 識 資 本 ス ト ック を通 じた 自国 消 費 を相 対 的 に高 め る

た め,そ の影 響 は小 さ くな る。

対称 均 衡 で あ る こ とか ら,第2国 の 第1国 に対 す る反 応 関 数 も同様 に して描

か れ,第1図 の場 合 の ナ ッシュ均 衡 は破 線 で 示 され る45度 線 との 交 点 に よ り,

(φ1,φ2)={(0.66,0,66),(1,1)},

と な る。協 力 解 は 明 らか に(1.1)と な る。協 力解 に お い て は,両 国が 知 識 資

本 ス トックに すべ て の投 資 を振 り分 け る こ とで,生 涯効 用 は最 も高 くな る。 し

か しなが ら この協 力 解 は,生 涯 を通 じて拘 束 力 の あ る 強 制機 構 の存 在 を 仮定 し

な い 限 り不 安定 な均 衡 とな る。 一・・方,(0.66,0.66)は 安 定 的 な均 衡 と な る。

以 上 の こ とか ら,国 際公 共財 と して の知 識 資 本 ス トックの 最適 供 給 間題 につ い

て次 の こ とが 言 え る。 す な わ ち,初 期 時 点 に お げ る交 渉 を 通 じて 共通 の社 会基

=2わ+ρ(1一 φ、)+ヤ(1一 φ,)(2b一 ρ)[2δ(1一 φ2)+ρ(7-3φ2)]

6〉(27)式 が満たされない とき・最適戦略 φfは端点解 となることが確認 され る。

7)こ の状況では,投 資の振 り分けが消 費成長率に及ぼす効果が完全に相殺される こととなる,,
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第1図 ρ=0.04,α=δ=0.03の 場 合

φ1

1 砥(φ)

/

0.8

0.6

〔).!1

(〕.2

/

ノ

0.20.4(}.60,81 φ,

盤を構築する際.誘 因整合的な帰結は,最 適解を下回ることとなる。

V対 称均衡における生産構造の相違 と厚生分析

本 節 で は,両 国 が 対称 的 か つ各 資 本 ス トック に関 す る生 産 性 に 相 違 が あ る場

合 につ い て,各 国 の 戦 略 的 行動 を考 察 す る 、 この 場 合,生 産 性 を表 す パ ラ メー

タの 間 に は,

αf≡σ,ひ 勘,α ≠西,(30)

とい う関係 が あ る。 まず,8<わ の と き,(23)式,(24)式 お よ び(27)式 を満 た

す パ ラ メー タの 下 で,反 応 関数 は,第2図 の よ う に描 か れ る。

第2図 は,第1図 に比 べ て上 方 に シフ トして い るが,こ れ は αの低 下 に よ り知

識 資 本 ス トックヘ の投 資 割 合が 上 昇 してい るた め で あ る。 従 って,ナ ッシ ュ均 衡

は第1図 の場 合 と比 べ て改 善 され る ものの,協 力解 の下 で の生 涯効 用 よ りも低 い

もの とな る。 なお,わ の上昇 は反応 関数 を下方 に シフ トさせ る効 果 を もつ8㌧

一 方
,α>わ の と き,(23)式,(24)式 お よ び(27)式 を満 た す パ ラ メー タの 下

8)bの 上昇が反応関数に及ぼす影響 は,g、 の下落を通 じて生涯効用を引 き下げ る効果 と成長率 の

上昇を通 じて生涯効 用を引き トげる効果か ら決定される,
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第2図 ρ=o,04,α ニo.024,ゐ ニo.03の 場 合

φ1
1

曝 φ2)〆
/

0.8

0.6

0、4

0.2

〆

!

/

(455)11

■

ノ

(〕.20.40.60.8

φ

で,反 応関数は第3図 あるいは第4図 のように描かれる。

(2)式 か らわかるように,α>δ の とき生産に対する生産性は実物資本ス

トックの方が高いため,自 国は瞬時的には実物資本ス トックヘ投資を振 り分け

ることが効率的となる。 しか しながら,定 常状態においては,知 識資本ス トッ

クヘ投資を振 り分けることによる相手国の成長がさらなる知識資本ス トックの

蓄積を促進することから,投 資は必ずしも実物資本ス トックヘ集中するとは限

らない。相手国による知識資本ス トックヘの投資割合が低い場合にはこの効果

は小さいものとなるため,知 識資本ス トックヘ と投資を振 り分けることはない

が,相 手国による知識資本ス トックヘの投資割合が高い ときにはこの効果は大

きなものとなり,知 識資本ス トックヘ投資を振 り分けることが生涯効用を引き

上げることとなる。なお,西 の上昇は反応関数を左方にシフ トさせる効果をもつ,、

第3図 の場合のナ ッシュ均衡は,(φ1,φ2)={(0,0),(1,1)}と なる。協力解

は不安定的,非 協力解は安定的となることから,国 際公共財としての知識資本

ス トックはまったく蓄積されないこととなる。

なお,パ ラメータによっては第4図 のように描ける場合があ り,対 称均衡で

あることから,こ の場合には定常状態において知識資本ス トックが正となる安
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第3図
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!
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ρ=0.04,0=;0,04,・ ウニ0.03の 場 合

/

〆

偽(吻

/

/

第4図

φl
I

0.8

0.6

0.4

0.2

φ諺

0,20,40.60.81

ρ=0,04,σ=0.033,ウ=0.03の 場 合

/'/

/■

メ

〆 略(の

/

!/
/

0.2(〕,40,60.81

定的な均衡が存在することとなる。

W非 対称均衡における厚生分析

本節では,前 節の議論を非対称均衡に拡張 し,い くつかの場合について生産

構造の違いが交渉の帰結にもたらす影響を考察する。考察は大きく3つ に場合吻

/
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第5図 ρニ0.04,α1=0.04,α2=0.05,δ1ニ δ2=0.03の 場 合

φ1
1

0.8

0.6

0,4

0、2

φφ

/

/

/

/

O.20.40.60.81 φ2略(吻)

分 け さ れ る 。す なわ ち,両 国 が 実 物 資 本 ス ト ックに 関 して よ り効 率 的 な生 産 構

造 を もつ場 合,両 国が 知 識 資 本 ス トックに 関 して よ り効 率 的 な生 産 構 造 を もつ

場 合,そ して,一 方 が 実 物 資 本 ス トック に関 して,他 方 が 知 識 資 本 ス ト ック に

関 して よ り効 率 的 な 生産 構 造 を もつ 場 合 で あ る。

まず,

α1>δ1,σ2〉 θ2,召2>α 、,(31)

の数 値 例 で,各 国 の 反応 関数 は 第5図 の よ う に描 か れ る91。

この場 合,前 節 で 取 り上 げ た対 称 均 衡 の場 合 との 本 質 的 な違 い は 見 られ な い。

す なわ ち,安 定 的 な 均衡 は(φ1,φ2)・=(0,0)と な る101。

次 に,

α1〈ひ1,σ2<わ2,α2<α1,(32)

の数 値 例 で,各 国 の 反 応 関 数 は 第6図 の よ うに描 か れ る。

9)さ らに か'の大小 関係か らくる違 いを考察す ることがで きるが.み,の 変化は知識資本 ス トック

を通 じて 自国だけで なく相手国の反1、督関数 に も同様 の影響を及ぼす ことか ら,本 論文では これを

捨象す る1、ただ し,本 論文の結論に本質的な影響 を及ばす ものではない。

10)反 応関数が第4図 の ように描かれ る特殊な場 合には,正 の知識資本 ス トックが蓄積され る二と

となる.、
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第6図

第171巻 第5・6号

ρ;0.04,α ユ:=0,028,

φし

1

0.8
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σz=0.014,61=δ2=0,03の 場 合
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第 ア図
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σ2=0.04。 δ1=δ2=0.03の 場 合

吻(φ1)

/

0.ZO,40.60,8

φ

この場合.均 衡における両国の知識資本ストックヘの投資の割合には2つ の

場合が考えられる.1つ は,両 国の反応関数の交点が安定的な場合で,φ 、<φ2

という関係が成 り立つ。つまり,第1国 の実物資本ストヅクに関す る生産性が

第2国 に比べて高いとき,第1国 による知識資本ス トックヘの投資の割合は,

第2国 に比べて低いものとなる。両国の反応関数の交点が不安定な場合には,
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協 力解 が 成 立 す る可 能 性 が あ る。

そ して,

α1<δ1,α2〉 δ2,σ2>θ1,(33)

の 数値 例 で,各 国 の反 応 関数 は第7図 の よ う に描 か れ る。

この場 合 に も均 衡 に お け る 両 国の 知 識 資 本 ス ト ックヘ の投 資 の割 合 に は二 つ

の 場 合 が 考 え られ る 。1つ は.両 国 の反 応 関 数 の交 点 が 安 定 的 な場 合 で.φ1〉

φ2と い う 関係 が 成 り立 つ 。 第1国 が 知識 資 本 ス トック に関 して,第2国 が 実

物 資 本 ス ト ックに 関 して よ り効 率 的 な生 産 構 造 を もつ結 果,第!国 に よ る 知識

資 本 ス ト ックヘ の投 資 の割 合 は,第2国 に比 べ て 高 い もの とな る。 も う1つ は,

両 国 の 反 応 関 数 の 交 点 が不 安 定 な 場 合で,こ の と きに は協 力解 が成 立 す る可 能

性 が あ る。 この場 合,第2国 に と って知 識 資 本 ス トックの 生 産性 が 実 物 資 本 ス

トックの そ れ に 比 べ て 低 い に もかか わ らず,第1国 が 積 極 的 に知 識 資 本 ス ト ッ

クヘ の 投 資 を行 う こ とで 第2国 も協 力 的 な行 動 を と る こ と とな る 、,

Vll結 語

本論文では,国 際公共財の例 として知識資本ス トックを取り上げ,二 国が知

識資本ス トックを蓄積するという動学的かつゲーム論的な状況において,各 国

の供給態度の違いが厚生水準に及ぼす影響を考察 した。また,供 給態度の違い

が国内の実物資本ス トックと知識資本ストックの生産性の違いや相手国との生

産構造の違いによって決定され,囚 人のジレンマが発生する状況や協力解が達

成される状況をシミュレーション分析に基づいて考察した。

考察の結果,次 のことが示された。まず,両 国が対称的かつ各国国内の生産

構造が完全代替であるような状況においても戦略的な行動が取られることを示

した,、これは,国 際公共財への投資は相手国の生産を高めることから知識資本

ス トックヘの投資を通 じて長期的に自国の生産に正の影響を及ぼす…方,定 常

状態において消費よりも資本蓄積が優先されることに起因 している。

次に,両 国が対称的かつ牛産構造に違いがある場合の供給態度を考察した。
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すなわち,国 内の実物資本ス トックの生産性が十分高いとき,協 力解に比べて

厚生水準が低いにもかかわらず,各 国は国際公共財への投資を行わない。一方,

国際公共財の生産性が高ければ各国はある程度投資を行うものの,依 然として

過少供給が発生する。さらに,両 国が非対称な場合における供給問題 を考察 し.

生産性の違いが供給態度の違いを引き起こす三つの状況を提示 した。

本論文では,定 常状態を解析的に導出する一方,定 常状態における各国の供

給態度についてはシミュレーション分析による例示にとどまっている。また生

産関数の改善は今後の課題となっている。
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